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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期
第１四半期
累計(会計)期間

第21期
第１四半期
累計(会計)期間

第20期

会計期間

自平成20年
６月１日
至平成20年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
６月１日
至平成21年
５月31日

売上高（千円） 181,219 75,7861,077,654

経常損失（△）（千円） △94,954△121,881△191,908

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△62,062△127,029△279,132

持分法を適用した場合の投資利益（千円） ― － －

資本金（千円） 779,000 779,125 779,000

発行済株式総数（株） 57,870 57,879 57,870

純資産額（千円） 1,768,2631,346,9561,473,861

総資産額（千円） 1,914,9711,440,5661,974,708

１株当たり純資産額（円） 30,607.6224,588.0326,909.03

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）（円） △1,074.27△2,319.08△4,962.09

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） ― － －

１株当たり配当額（円） ― － －

自己資本比率（％） 92.3 93.5 74.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△517,732△310,602△386,525

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△15,011 △38,296 25,692

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△111,756 125 △220,822

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 703,593 417,987 767,594

従業員数（人） 55 29 50

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。　

３．当社には関連会社がありませんので持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり

四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。　

 

 

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 29 (17)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

　２．従業員数は当第１四半期会計期間に21名減少しており、これは経営の合理化による希望退職者募集によるも

のであります。

EDINET提出書類

シンワアートオークション株式会社(E05450)

四半期報告書

 3/22



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社は、主に美術品を対象としたオークション運営事業を行っており、生産実績の記載はしておりません。

(2）受注実績

　当社は、受注生産を行っておりませんので、受注実績の記載はしておりません。

(3）販売実績

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

 
取扱高
（千円）

前年同
四半期比
（％）　　

売上高
（千円）

前年同
四半期比
（％）　

オークション
開催数（回）

オークション
出品数（点）

オークション
落札数（件）

落札率
（％）

近代美術オークション 98,840△37.4 28,743△33.0 1 55 54 98.2

近代陶芸オークション 40,295△68.1 12,994△69.5 1 160 143 89.4

近代美術PartⅡオークション 42,980△40.5 13,662△32.8 1 241 236 97.9

コンテンポラリーアートオー

クション
－ － 141 △99.6 － － － －

その他オークション（注）1 24,685△49.5 7,408△44.6 1 99 88 88.9

オークション事業合計 206,800△60.8 62,950△59.6 4 555 521 93.9

プライベートセール 28,883 31.5 4,688△77.4                 

その他 28,287247.8 8,147△26.7                 

その他事業合計 57,170 90.0 12,836△49.8                 

合計 263,970△52.7 75,786△58.2                 

　（注）１．その他オークションの開催については、出品の状況により随時開催しております。当第１四半期会計期間（平

成21年６月１日～平成21年８月31日）は、Jewellery＆Watchesオークション１回を開催しております。

　２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　３．当社の事業構造として、オークションが第２四半期及び、第４四半期に多く開催される傾向があるため、四半

期会計期間別の業績には季節的変動があります。

２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクにおいて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

（１）業績の状況　

　当第１四半期（平成21年６月１日～平成21年８月31日）におけるわが国の経済は、景気対策の効果により下げ止ま

りの兆候はみられるものの、企業収益の低迷、雇用情勢の悪化により景気の先行き不安感は依然として強く、個人消費

の回復は進まず、厳しい状況が続いております。

このような環境の下、当社は抜本的な収益体質の改善強化を図るべく経営資源を再分配し、営業面では高額美術品

を中心とした優良作品のオークションへの出品及び富裕層を中心とした美術品コレクターのオークションへの参加

促進に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期会計期間は、取扱高263百万円（前第１四半期比52.7％減）、売上高75百万円（同58.2％

減）、経常損失121百万円となりました。当第１四半期のオークション開催数は前年同期比で１回減の４回となったこ

ともあり、前年同期比で出品点数の減少は続き、取扱高及び売上高ともに減少となりましたが、落札率は93.9％と前年

同期比3.1ポイント上昇いたしました。

利益面におきましては経常損失、四半期純損失となりましたが、一連の経費削減諸施策の効果は上がってきており、

当初の予想の範囲内であると認識しております。　

（２）キャッシュ・フローの状況　

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は平成21年５月末より349百万円減少

し、417百万円となりました。当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のと

おりです。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動の結果使用した資金は310百万円（前第１四半期比40.0％減）となりました。これは主にオークション未

収入金の減少による増加371百万円に対し、税引前四半期純損失による減少126百万円とオークション未払金の減少に

よる減少335百万円、前渡金の増加による減少154百万円及びたな卸資産の増加による減少36百万円によるものであり

ます。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動の結果使用した資金は、38百万円（前第１四半期比155.1％増）となりました。これは主に定期預金の預

入、払戻の差引による支出15百万円と有形固定資産の取得による支出８百万円、及び差入保証金の差入による支出15

百万円によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動による資金の増減は少額（前第１四半期に使用した資金は111百万円）で、特記すべきことはありません。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当社は平成21年８月17日に本社機能の移転を行っております。その設備の状況は次のとおりであります。

事業所名　

事業の部門 　設備の内容　

　帳簿価額（単位：千円） 従業員数　

（所在地） 
建物　

車両運搬具

　

工具、器具及

び備品　
合計　

（名） 

有明本社

（東京都江東区）

　

オークション事業

その他事業　
本社機能　 　6,205　2,340 　4,491　13,036　28（17）

１．金額には消費税等を含んでおりません。

２．従業員数の（　）は、臨時従業員数を外書しております。　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末において計画中であった本社機能の移転は、平成21年８月に完了し

ました。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000

計 180,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年10月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 57,879 57,879
大阪証券取引所

（ヘラクレス）

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あります。なお単元株制度は

採用しておりません。

計 57,879 57,879 ― ―

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成21年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商法

に基づき発行された新株引受権の権利行使を含む。）により発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権（ストックオプション）に関する事項は次のとおりであります。

（平成13年12月８日臨時株主総会決議によるもの）

区分
第１四半期会計期間末現在
（平成21年８月31日）

新株予約権の数（個） 9

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　9（注）３

新株予約権の行使時の払込金額（円） 13,889

新株予約権の行使期間
自平成17年１月１日

至平成21年12月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　13,889

資本組入額　13,889

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

　（注）１．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は本新株予約権のうち、当該時点で未行使の新株予約権の目的となる株式数についてのみ

行われ、調整の結果１株の100分の１未満の端数が生じた場合はこれを切り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

２．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により１株あたりの払込金額を調整し、調整により

生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割または併合の比率

また、本新株予約権発行後、時価を下回る発行価額での新株式の発行又は時価を下回る価額での自己株式を

処分するとき（新株予約権の行使による新株の発行及び新株の発行に代えた自己株式の移転は除く）は、未

行使の新株予約権の１株あたりの払込金額を次の算式により調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切

り上げる。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株あたりの払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新規発行前の株式の時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、算式中「既発行株式数」には、新株発行等の前において当社が保有する自己株式数は含まない。また、

当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または当社が株式分割を行う場合、ならびに当

社が完全子会社となる株式交換または株式移転を行い、本件新株予約権が承継される場合、その他これらの

場合に準じ発行価額の調整を必要とする場合には、当社は必要と認める払込金額の調整を行う。

３．新株予約権の目的となる株式の数は平成13年12月８日開催の臨時株主総会及び平成13年11月22日開催の取

締役会決議における新株発行予定数から、平成21年９月30日までに退職もしくは権利放棄の等の理由により

権利を喪失した者の新株予約権の数が３個減じております。これにともない、新株予約権の目的となる株式

の数を３株減じております。

４．(ア)取締役及び従業員については権利行使時に当社に在籍していることを要するものとする。

(イ)新株予約権の分割行使はできないものとする。

５．本新株予約権の譲渡は取締役会の承認を要する。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年６月１日～

平成21年８月31日（注）

　

9 57,879 125 779,125 ― 383,875

 （注）新株予約権の行使による増加であります。

　

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

①【発行済株式】

 平成21年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  3,098 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 54,772 54,772 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 57,870 － －

総株主の議決権 － 54,772 －

 

②【自己株式等】

 平成21年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

シンワアートオーク

ション株式会社　

東京都中央区銀座

７－４－12　
3,098 － 3,098 5.35

計 － 3,098 － 3,098 5.35

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
６月

７月 ８月

最高（円） 38,80029,00029,400

最低（円） 27,40023,51024,000

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成20年６月１日から平成20年８月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21

年６月１日から平成21年８月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年６月１日から平成20

年８月31日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日ま

で）及び当第１四半期累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして四半

期連結財務諸表は作成しておりません。　

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。 

資産基準　　　　0.0％

売上高基準　　　0.0％

利益基準　　　　0.0％

利益剰余金基準　0.0％ 
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 752,987 1,087,594

売掛金 － 23,428

オークション未収入金 11,580 383,193

商品 298,127 261,494

前渡金 218,829 64,020

その他 51,809 68,721

貸倒引当金 △8,944 △10,054

流動資産合計 1,324,389 1,878,398

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 31,872

※
 27,000

車両運搬具（純額） ※
 2,340

※
 2,578

工具、器具及び備品（純額） ※
 4,955

※
 3,774

有形固定資産合計 39,168 33,352

投資その他の資産

その他 86,942 71,709

貸倒引当金 △9,934 △8,752

投資その他の資産合計 77,007 62,956

固定資産合計 116,176 96,309

資産合計 1,440,566 1,974,708

負債の部

流動負債

買掛金 439 21,439

オークション未払金 5,568 341,079

未払法人税等 1,646 4,264

賞与引当金 2,070 4,336

その他 63,834 107,327

流動負債合計 73,559 478,446

固定負債

退職給付引当金 20,050 22,400

固定負債合計 20,050 22,400

負債合計 93,609 500,846
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 779,125 779,000

資本剰余金 383,875 383,875

利益剰余金 271,812 398,842

自己株式 △87,856 △87,856

株主資本合計 1,346,956 1,473,861

純資産合計 1,346,956 1,473,861

負債純資産合計 1,440,566 1,974,708
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 181,219 75,786

売上原価 65,998 45,414

売上総利益 115,220 30,372

販売費及び一般管理費 ※1
 212,732

※1
 152,073

営業損失（△） △97,511 △121,701

営業外収益

受取利息 1,475 439

受取査定報酬 224 92

受取保管料 285 －

その他 572 459

営業外収益合計 2,557 991

営業外費用

為替差損 0 1,170

その他 － 0

営業外費用合計 0 1,170

経常損失（△） △94,954 △121,881

特別利益

貸倒引当金戻入額 147 －

未払配当金戻入益 － 298

特別利益合計 147 298

特別損失

事務所移転費用 － 5,107

特別損失合計 － 5,107

税引前四半期純損失（△） △94,807 △126,689

法人税、住民税及び事業税 785 340

法人税等調整額 △33,530 －

法人税等合計 △32,745 340

四半期純損失（△） △62,062 △127,029
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △94,807 △126,689

減価償却費 4,000 2,882

貸倒引当金の増減額（△は減少） △147 70

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,615 △2,265

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,375 △2,350

受取利息及び受取配当金 △1,475 △439

為替差損益（△は益） － 1,049

売上債権の増減額（△は増加） － 23,428

オークション未収入金の増減額（△は増加） 148,661 371,612

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,898 △36,632

前渡金の増減額（△は増加） △299,457 △154,808

仕入債務の増減額（△は減少） △1,311 △21,000

オークション未払金の増減額（△は減少） △191,291 △335,510

未収消費税等の増減額（△は増加） － 14,170

その他 △35,123 △43,054

小計 △509,091 △309,537

利息及び配当金の受取額 1,371 420

法人税等の支払額 △10,012 △1,485

営業活動によるキャッシュ・フロー △517,732 △310,602

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △8,698

定期預金の預入による支出 △95,011 △85,000

定期預金の払戻による収入 80,000 70,000

差入保証金の差入による支出 － △15,186

その他 － 588

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,011 △38,296

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 － 125

配当金の支払額 △111,756 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △111,756 125

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △833

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △644,500 △349,607

現金及び現金同等物の期首残高 1,348,093 767,594

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 703,593

※
 417,987
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

　

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。　

　

　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年８月31日）

前事業年度末
（平成21年５月31日）

※有形固定資産の減価償却累計額は、101,356千円でありま

す。

※有形固定資産の減価償却累計額は、117,467千円でありま

す。　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。　

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。　

給与手当 62,723千円

賞与引当金繰入 11,221千円

退職給付費用 1,450千円

給与手当  42,238千円

賞与引当金繰入   2,070千円

退職給付費用   1,100千円

２．季節的変動要因

当社の事業構造として、オークションが第２四半期及

び、第４四半期に多く開催される傾向があるため、四半

期会計期間別の業績には季節的変動があります。

２．季節的変動要因

　　　　　　　　　同左

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係　

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係　

（平成20年８月31日現在） （平成21年８月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,086,104

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △382,511

現金及び現金同等物 703,593

 （千円）

現金及び預金勘定 752,987

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △335,000

現金及び現金同等物 417,987
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年８月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年

８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　57,879株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　 3,098株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

　

　

（有価証券関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年８月31日）　

　該当事項はありません。　

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年８月31日）　　

当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

（持分法損益等）

前第１四半期累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成20年８月31日）

　該当事項はありません。　

当第１四半期累計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年８月31日）

前事業年度末
（平成21年５月31日）

１株当たり純資産額 24,588.03円 １株当たり純資産額 26,909.03円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △1,074.27円 １株当たり四半期純損失金額 △2,319.08円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純損失（千円） △62,062 △127,029

普通株主に帰属しない金額（千円） ― －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △62,062 △127,029

期中平均株式数（株） 57,772 54,776

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期累計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）　

　該当事項はありません。　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月14日

シンワアートオークション株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　邦彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　惠一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンワアートオーク

ション株式会社の平成20年６月１日から平成21年５月31日までの第20期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年６月１

日から平成20年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、シンワアートオークション株式会社の平成20年８月31日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月14日

シンワアートオークション株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　惠一　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンワアートオーク

ション株式会社の平成21年６月１日から平成22年５月31日までの第21期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年６月１

日から平成21年８月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、シンワアートオークション株式会社の平成21年８月31日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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